日文翻譯完成版：↓

《易》が曰く：“宇宙の運行は健やかで、君子は自ら勤め励んで止まない。”と言った通りに白海先生の創作ギャリアーを総合に見渡せれば、志のある方は、必ず、白海先生が一人の芸術に対して、誠実な態度を持って、ずっとこつこつで、芸術の最高峰へ向けて頑張っている大物の芸術家であることを発見できます。潘天寿先生は、かってには、‘’石渓は、金陵を開き、八大山人は、江西を開き、石濤は揚州を開いた。それらの方々はそれほど高い芸術修業レベルに到達できたのは、すべてが蒲団の上から得られたものです。世の中には、徹底的に悟りが開いた方が少なく、誰でも、虞山、婁東の領域ばかりに気が取られてしまって、そこらにに止まっているのではないか？と感慨無量に嘆いた。すべてが悟りから得られるものです。白海先生は、むざむざ止まらない芸術理論が易学の思想から、源を発して,道家の思想や、なお禅宗と儒家の精髄などを揉み込んでいた。これは、所謂：伝統を伝承しながら、未来を開くことです。白海先生の作品には、充分に時代性が具有されていて、言い換えれば：芸術の新境地が開けられたのだと言えようです。
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中文原稿版：↓
《易》曰：“天行健，君子以自強不息。”縱觀白海的創作歷程，　有心人就會發現，白海是一位對藝術抱有誠懇態度，孜孜以求的大家。　潘天壽先生曾感慨道：“石溪開金陵，八大開江西，石濤開揚州，其功力全從蒲團中來，世少徹悟之士，怎不斤斤于虞山、婁東之間？”一切皆從悟中來。白海先生，生生不息的藝術理論源于易學思想， 道家思想，並糅合了禪宗與儒家的精髓。此乃謂：繼往開來。白海先生的作品具有十足的時代性，可謂是：別開生面。
